












































社) 圧制とテロに打ち勝つ ｢自由｣の力 (ナタン･シャランス
キー著)は､いわゆるネオコンの思想的根拠を強烈に提供しているものであ
る｡当代の論客､宮台真司氏も注目し､自ら日本語版に ｢解説｣を書いてい
る｡今後の政治学ブレークスルーと世界の現実理解のためには避けられない
テーマであると考え､研究会(比較日本研究会)で取 り上げた｡(むの 『反西洋
思想』(新潮新書)Ⅰ･ブルマ&A･マルガリー ト著もなかなか読みごたえの
ある書であった｡9.11勃発後の欧米の報道には､その自爆テロと神風特攻隊､
パールハーバーという言葉が連日踊るが､それはまた ｢近代の超克｣という
広がりのある､思想史上の問題を呼び起こした｡このことに関するかなり本
格的な論考がこの 『反西洋思想』には展開さjtている｡このレジュメをもと
に学生に丸々一時間講義したことがあった｡政治意識の非常に高い数名の学
生が ｢最高に面白い話だった｣と感想を言ってきたことを思い出す｡この著
に対する石積のコメントは殆ど記されていないがあえて掲載した｡
読書ノー ト(むは故神島二郎の最後の新聞寄稿である｡1993年という今から17
年前の論考であるにもかかわらず､時間差を感じさせない｡指摘された問題
と視点がいかに本質的なものであるかの証左であろう｡第一回からそれぞれ
まず神島の寄稿文を掲載し､それぞれについての右横の論考をそのまま載せ
た｡論考は2010年の現実に照らして再びなされなければならない｡いずれに
せよ様々な考察に私たちを誘う神島の寄稿文である｡
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